
指定管理業務評価結果書

１ 施設の名称等

２ 施設の利用状況

３ 収支の状況

４ 総合評価結果

(1) 公の施設の名称 津山市総合斎場

(2) 指定管理者 所在地 三重県四日市市朝日町１番４号

名 称 つやま斎苑管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ

代表団体 ｲｰｼﾞｽ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ有限責任事業組合

代表者 職務執行者 斎藤 孝宏

(3) 公の施設の所管部署 津山市環境福祉部環境生活課

(4) 指定期間 令和 ２年 ４月 １日 ～ 令和 ７年 ３月３１日

(5) 評価対象期間 令和 ３年 ４月 １日 ～ 令和 ４年 ３月３１日

(1) 利用者件数等 津山市総合斎場 火葬 １，５６０件

施設利用 ３２６件

(2) 事業の内容
火葬及びこれに付随すること、斎場の施設の利用の受付に関すること、

斎場の施設又は設備の維持管理に関すること 等

(1) 収入

（指定管理者の収入）

総額 ４１，６８３千円

利用料金収入 ０円

指定管理料 ４１，６８３千円

自主事業収入 ０円

その他の収入 ０円

(2) 支出

（指定管理者の支出）

総額 ４３，４４０千円

人件費 １９，１１８千円

光熱水費 １３，４８３千円

修繕・消耗品費等 ３，５８５千円

委託料等（施設管理 ４，２１１千円

負担金・公租公課 １，７８９千円

その他 １，２５４千円

(1)指定管理者の

自己評価

1 管理運営方針及び年間目標

斎場の設置目的を踏まえて施設運営上の基本方針に基づき運営管理しました。

常に「利用者の視点で管理運営を行うこと」で、「如何に利用者のニーズに応え

た管理運営を行えるか」、「御遺族の心情に配慮した管理運営を行えるか」というこ

とを念頭に置き、利用者のご意見やご要望などの「生の声」を取り入れることで業

務水準の向上に取り組みました。

2 管理体制

仕様書に基づき、利用調整・受付・案内を円滑に実施し、安全な業務遂行と良好

なサービスを提供できる体制を整えました。

また、火葬業務員が事務業務を兼務することで状況に合わせて各部門に適正人

員数を配置出来ることに加え、部門間での情報共有の円滑化、全体的なサービス水

準の向上に繋げました。



また、職員研修においても、事業計画に基づき適正に実施しました。特に黒煙対

策などについては他県の火葬施設と合同研修を行うなど、できるだけ研修の効果

が高まるよう工夫致しました。

日々の朝終礼でのミーティング時のコロナ対策。対応研修に加え、弊社本部設置

のコロナ対策本部による職員研修も実施しました。

3 維持管理業務

火葬炉については、軽微な補修・修繕・部品交換など実施し設備の延命に努めま

した。

日常点検／保守業務は、火葬炉維持管理マニュアルに基づき行い、不具合の早期

発見、早期修繕を心がけ、修繕を実施し、適正な管理に努めました。また、火葬運

用に伴うデータを炉メーカーに提供し、多角的に維持管理いたしました。

経年劣化による施設設備の部品交換も可能な限り早急に対応しました。

メーカーへの修理発注案件も可能な限り、自社内で解決することで、修繕費にま

で発展させず材料費（消耗品費）で修繕を行い経費削減に努めました。

4 施設運営

利用者特性に配慮し、清潔な施設を維持できるよう、日常清掃を含め、適時清

掃、消耗品交換、補充等、細めに対応いたしました。

利用者アンケートなどで頂いたご意見、要望等は毎月１回、貴市に報告し、対応

が適切であったかを協議、確認いたしました。

新型コロナウイルスに対しては、貴市と情報共有を密に行い、適切に対応いたし

ました。第６波の際は休館日にあわせて施設の大規模消毒を行い、感染拡大防止に

努めました。

5 管理運営付帯事項

個人情報保護については、事業計画に基づき、適正に運用いたしました。また、

職員研修会を通して従業員に周知徹底いたしました。

専用のWEBページでは、問い合わせフォームを活用し、利用者から寄せられた

要望や質問に随時対応しました。待合ロビーに導入したFreeWi-Fiは利用者から

評価を得ています。

(2) 市の評価 施設運営において、利用者の視点・ニーズをよく把握しており、利用者等への対

応、施設の管理、周辺地域への対応が高いレベルで行われている。

施設の修繕については、市との連絡を随時行いながら業者とも協議し、優先度を考

慮した効果的な修繕を行っている。また、メーカーへの修理案件も可能な限り自社で

対応するなど、大規模修繕の削減を意識した運営は、高く評価できる。

令和３年度における感染症問題への対応については、広域で斎場運営を行ってい

る経験を生かし、他の斎場の情報収集に努め、休館日には施設内消毒を徹底するなど

感染予防対策を行った。施設の利用制限後も市と利用者のニーズに対して柔軟に対

応し、円滑な斎場運営の継続につながった。

なお、当該年度はコロナ禍における原油高騰の影響があるにもかかわらず、アンケ

ート回答にもあるとおりのサービス水準を維持していることは、十分評価に値する

と思われる。

今後もトラブル等を未然に防止する意識を継続し、施設運営を適切に行っていた

だきたい。

※アンケート調査結果の概要

・時 期：令和3年4月1日～令和3年 6月30日

令和3年9月1日～令和3年 11月30日

・回答数：34件

・主な内容 非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

(1)会館棟職員の態度 64.70% 26.50% 8.80% 0.0% 0.0% 0.0%

(2)会館棟職員の説明の仕方 70.60% 20.60% 8.80% 0.0% 0.0% 0.0%

(3)施設の印象 44.10% 38.20% 17.60% 0.0% 0.0% 0.0%


